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数
年
前
、
８
月
と
10
月
前
半
の
２
度
に
わ

た
り
、
サ
ハ
リ
ン
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ

ッ
プ
で
訪
れ
た
。
サ
ハ
リ
ン
は
、
稚
内
か
ら
宗

谷
海
峡
を
隔
て
て
43
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
。

晴
れ
た
日
に
は
、
稚
内
の
港
か
ら
、
島
影
が
望

め
た
。
緯
度
が
高
い
サ
ハ
リ
ン
の
秋
は
早
く
て
、

速
い
。
そ
の
分
、
夏
は
凝
縮
し
て
集
中
し
た
。

短
い
夏
の
間
、
大
輪
の
野
百
合
、
ル
ピ
ナ
ス
、

ハ
マ
ナ
ス
が
、
島
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
競
う
よ

う
に
咲
き
乱
れ
る
。

稚
内
に
あ
る
北
方
記
念
館
の
説
明
で
は
、
サ

ハ
リ
ン
の
近
代
史
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

18
世
紀
に
、
南
部
海
岸
で
松
前
藩
に
よ
る
漁

業
開
発
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
一
方
、
ロ
シ
ア

帝
国
の
南
下
に
と
も
な
い
、
ロ
シ
ア
系
の
進
出

も
始
ま
っ
た
。
19
世
紀
中
期
に
、
こ
の
島
は
日

本
と
ロ
シ
ア
の
共
同
統
治
と
な
っ
て
い
た
の
だ

が
、
１
８
７
５
年
、
明
治
政
府
は
千
島
列
島
の

統
治
権
と
交
換
に
、
樺
太
に
お
け
る
主
権
主
張

を
放
棄
し
た
。
の
ち
に
日
露
戦
争
の
勝
利
で
、

日
本
は
島
の
南
半
分
を
獲
得
し
た
。
樺
太
庁
は
、

鉄
道
を
敷
設
し
、
鉱
山
を
拓ひ

ら

き
、
パ
ル
プ
産
業

と
農
業
を
奨
励
し
た
。
そ
し
て
第
二
次
世
界
大

戦
の
終
結
と
と
も
に
、
こ
の
島
は
再
び
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
領
と
な
っ
た
。

多
く
の
場
合
、
植
民
地
経
営
は
、
あ
る
意
味

で
宗
主
国
に
よ
る
「
近
代
」
の
提
供
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
後
発
帝
国
で
あ
っ
た
日
本
も
、
樺
太

に
「
近
代
」
を
提
供
し
た
。

日
本
の
植
民
地
と
い
う
同
条
件
下
に
あ
り
な

が
ら
、
朝
鮮
や
台
湾
の
そ
れ
に
比
較
す
る
と
、

南
樺
太
（
北
緯
50
度
以
南
）
植
民
に
か
か
わ
る
記

録
は
、
驚
く
ほ
ど
少
な
い
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ト
リ
ッ
プ
の
主
目
的
は
、
島
中
央
部
に
あ
る
ニ

ヴ
フ
の
集
落
で
、
長
老
た
ち
か
ら
そ
の
体
験
を

う
か
が
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

10
月
前
半
に
訪
れ
た
と
き
、
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ

ン
ス
ク
（
旧
名
・
豊
原
）
か
ら
テ
ィ
モ
フ
ス
ク
に
、

一
晩
を
か
け
て
汽
車
で
向
か
っ
た
。
北
上
す
る

と
と
も
に
、
カ
ラ
マ
ツ
や
白
樺
の
葉
が
黄
色
や

金
色
に
染
ま
り
、
陽
光
を
き
ら
き
ら
と
反
射
し

て
い
た
。

テ
ィ
モ
フ
ス
ク
か
ら
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク

に
戻
れ
ば
、
も
う
晩
秋
だ
っ
た
。
こ
の
街
は
、

日
本
の
都
市
計
画
者
た
ち
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ

た
、
碁
盤
の
目
状
の
ま
っ
す
ぐ
な
通
り
に
よ
っ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
豊
原
神
社
を
は
じ

め
と
す
る
、
日
本
支
配
を
示
す
記
念
碑
的
建
造

物
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
主
権
が
移
っ
て

か
ら
、
す
っ
か
り
取
り
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

現
存
す
る
統
治
期
の
建
造
物
は
、
日
本
支
配

下
で
は
、
樺
太
庁
博
物
館
と
呼
ば
れ
た
も
の
だ
。

近
代
の
公
共
機
能
と
日
本
の
城
郭
様
式
が
見
事

に
融
合
し
た
こ
の
建
物
は
、
サ
ハ
リ
ン
州
郷
土

博
物
館
と
し
て
、
現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

折
り
か
ら
の
強
風
が
、
城
を
囲
む
鬱
蒼
と
し
た

森
に
、
枯
れ
葉
を
舞
わ
せ
て
い
た
。a
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